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１ 講義概要 １ ワープロソフト OFIS/WORD２の説明
２ コンピュータとハードウェア ２ ワープロソフト OFIS/WORD２の実習
３ データの表し方 ３ ワープロソフト OFIS/WORD２の実習
４ データの表し方 ４ FORTRANの文法の説明
５ 命令の表し方 ５ FORTRANの文法の説明
６ CPU ６ FORTRANの実行方法の説明（LCL）
７ 主記憶装置と２次記憶装置 ７ FORTRANの実習
８ 入出力装置と入出力制御 ８ FORTRANの実習
９ OSの役割 ９ ファイル管理
１０ ファイルとデータベース １０ ソフトウェア
１１ 情報処理システムの利用形態 １１ ソフトウェア
１２ 情報処理システムの処理形態 １２ システムの設計と開発




















FORTRAN COBOL BASIC SAS
A ○ ○ ◎ × × × × ○
B × ○ × × ◎ × × ×
C × ○ × ◎ × × × ×
D × ○ ○ × × × ○ ×
E × ◎ ○ × × × × ×
F × ○ ○ × ◎ × × ×

















































































































１章 コンピュータとその利用 １章 コンピュータとその利用
２章 個人とパソコン ２章 ビジネスと情報システム
３章 企業と情報システム ３章 コンピュータの誕生からネットワーク社会へ
４章 コンピュータと情報 ４章 情報の表現
５章 ハードウェアの仕組み ５章 ハードウェアの仕組み
６章 ソフトウェアの役割 ６章 ソフトウェアの役割
７章 ネットワークとコンピュータ ７章 ネットワークと情報システム
８章 コンピュータによる情報処理システム ８章 情報システムの構築と維持














































図３a チームコンセプトシート 図３b 工程管理表
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